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表
紙
に
使
用
し
た
画
像
は
、
漉
い
た
和
紙
を
折
り
た
た
み
、
絵
具
を
染
み
込
ま
せ
て
模
様
を
描
い
た
「
折
染
め
」
で
、
委
員
自
ら
が
制
作
し
た
「
世
界
に
１
枚
だ
け
の
和
紙
」
で
す
。

和
紙
に
合
わ
せ
て
あ
し
ら
っ
た
２
色
は
「
紅
葉
色
」
と
「
山
吹
色
」。
深
ま
る
秋
の
里
山
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

P.16

P.2-3

関連４議案を
ピックアップ

続報！

道の駅
リニューアル

P.4-5

ポストコロナ元年に
推して進んだ取組は

101億8450万円
を認定！

令和5年度一般会計決算

7
一般質問

町の課題に物申す

P.10-13

小川町朗読ボランティア

「あじさい」を取材

編集のモットーである「町民の声を聴く×つなぐ」の「聴」の文字には、これまで以上に全16議員が
一丸となって町民の声に向き合う決意と、“十六議員の耳と心できく”ことを表現した【 　】という、
オリジナル文字を作成・採用しました。

聴→
に込めた思い

いざ！ 出陣！！
人の
サムライ

実
り
に
感
謝
!!
﹁
皆
で
力
を
合
わ
せ
﹂　
裏
表
紙
に
関
連
記
事 

議 ×員
の く つ な ぐ

き
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次ページは議案質疑

指定管理者
TTC・アイルグループ
内容

事業計画書に基づいてプロポーザル方式で選定。

契約期間は７年４か月（準備期間４か月も含む）。

委託料は７年間で総額5100万円（光熱水費は含まず）。

企業概要

株式会社ＴＴＣ 道の駅の運営事業に力を入れ、商

品企画力や販促力に強みを持つ。実績は、道の駅「く

るくるなると」「なんぶ」「足柄金太郎のふるさと」等。

アイル・コーポレーション株式会社 ビルメンテナンス

事業を中心に官民連携事業に力を入れている県内企

業。実績は東松山市の「農林公園」・鴻巣市　にぎわ

い交流館「にこのす」等。

関連議案   22

          道道のの駅駅   
        リニュ ーアルリニュ ーアル 関連関連４４議案議案 をを可決可決

群馬県川場村の「川場田園プラザ」の群馬県川場村の「川場田園プラザ」の
ように、近隣の皆さんがたくさん来てくように、近隣の皆さんがたくさん来てく
れるといいですね！ 楽しみです。れるといいですね！ 楽しみです。
澤田行雄さん（澤田行雄さん（腰中）腰中）

ユネスコ無形文化遺産に登録されているユネスコ無形文化遺産に登録されている
細川紙の魅力を広め、普及にも力を入れて、細川紙の魅力を広め、普及にも力を入れて、
この小川町の発展に寄与したいです。この小川町の発展に寄与したいです。
神戸明さん神戸明さん

（アイル・コーポレーション株式会社（アイル・コーポレーション株式会社
PPP推進部部長）PPP推進部部長）

楽しみ楽しみ
ですです

一般会計補正予算
周辺整備に5000万円増額
要因

駐車場拡張工事…雨水対策のための側溝の整備

交流広場工事…雨水浸透処理施設の設置

管理棟・収納施設…下水道接続に伴う配水管の切り回し

安全対策…シャッターの設置や防犯・防火対策等

資材価格や人件費の増加

財源

埼玉県ふるさと創造貸付金を活用

償還期間は17年を予定（年間約350万円）

Gikai's eye

財源の多くに国及び県の補助金等を活用してい

るが、その要件は年度内の事業完了が基本であ

る。工期延長や工事費増額の決定は、それぞれ

に苦渋の選択を迫られた。

議会として議論を重ね、要望書の提出に至る。

「地域活性化と多くの交流が生まれる拠点」の整

備に期待を膨らませ、今後も事業の進捗をしっ

かりとチェックしていく。

地域活性化と
交流拠点に期待

続報 おがわまちおがわまち

要望書の提出へ
関連記事P.14

背景写真は現在工事中の道の駅おがわまち

西中学校の改築以来、久々の大型事業として動き出した「道の駅再整備」。“大型 ”は、予算規模 だけでなく、町民からの「期待度」も！以下の関連４議案はいずれも議論百出のもと、

原案のとおり決着を見たが、賛否が割れた議案もありました。議
ギカイズ

会目
ア イ

線で事業の進捗を続報 します。

関連議案   33
早く早く

遊びたい遊びたい

子供たちと自転車に乗って子供たちと自転車に乗って
行ける遊び場を探して行ける遊び場を探して
いました。いました。

村上和也さん村上和也さん
（（青下畑中）青下畑中）

樺怜樺怜さんさん

楓汰楓汰さんさん

凰汰凰汰さんさん奈都希さん奈都希さん

桃樺さん桃樺さん

手漉き和紙・有機の里
施設の設置及び管理
内容

①産業地域振興・休憩施設及び伝統工芸施設、交流広場

②主な事業

　紙漉き体験、和紙製品の製造・販売・展示、農産物加工品・飲食物・その他物品の販売、観光・

　道路情報の発信、道路利用者への休憩場所の提供、町民相互及び町民と来訪者の交流。

③利用料金（上限の設定）

④指定管理者による管理

関連議案   11

賛成13-反対2
工期の延長・工事費の増額
内容

①令和7年1月31日→令和7年3月31日まで

　※リニューアルオープンは4月中旬の予定

②3520万円増額→13億1552万3000円

　※新築・改修工事分

理由・背景

○地中障害により基礎杭の施工方法を変更

想定より岩盤が硬く、基礎杭の貫入ができなかった。

地中障害の撤去・岩盤に対応できる工法への変更。

○大雨による基礎施工の遅延が発生

局地的短時間豪雨や台風に伴う大雨による排水対応。

関連議案   44

「小川町」の名を全国に「小川町」の名を全国に
知らしめる自信がありま知らしめる自信がありま
す。全国で道の駅を多数す。全国で道の駅を多数
運営している経験を生かし、運営している経験を生かし、
SNS等を駆使して、道のSNS等を駆使して、道の
駅おがわまちを盛り上げて駅おがわまちを盛り上げて
いきます。いきます。
河越雄貴さん河越雄貴さん

（株式会社TTC取締役）（株式会社TTC取締役）

Gikai's eye

従来の「埼玉伝統工芸会館」指定管理料は、年間

で約4300万円を要していたが、今後は約2000

万円に抑えられる。また、実績に伴って、売上の

一部が町に納付される計画である。今回指定管理

者となった2社は、管理運営候補者として、施設

の設計段階から事業に参画してきた。契約期間は

7年間…それぞれが持つ強みを生かした「攻めの

運営」に期待している。

運営は
民間ノウハウを生かして
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つづく！

令和５年度一般会計決算　101億8450万円を認定！

「評
高 い

価」と「期
さらなる

待」
ポストコロナ元年ポストコロナ元年にに
　　推推してして進進んだんだ取組取組はは

もっと！もっと！
受診しやすい環境へ
受診しやすい環境へ

ぐっと！ぐっと！
使いやすい環境へ
使いやすい環境へ

ぱっと！ぱっと！
明るい環境へ明るい環境へこども医療費の支給こども医療費の支給

71847184万円万円

庁舎トイレのバリアフリー化庁舎トイレのバリアフリー化
11441144万円万円

道路・公園の照明灯LED化道路・公園の照明灯LED化
１１億億40284028万円万円

「決算議会」と称される9月定例会は、前年度に取り組まれた各種の事業や住民サービスに係る 費用と効果をチェックする重要な機会です。新型コロナウイルス感染症の取り扱いが２類相当

から５類に引き下げられ、対面での行事やイベントが再開された令和５年度。ポストコロナ元 年における町の取組を振り返り、議会が寄せた「評価」と「期待」をピックアップします。

経
済
的
負
担
の
軽
減
に

Ｑ
対
象
年
齢
を
15
歳
か
ら
18
歳
ま
で

拡
大
し
た
初
年
度
の
実
績
等
は
。

Ａ
受
給
者
数
は
前
年
度
比
で
４
８
４

人
増
え
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
ど
も
医
療

費
全
体
に
占
め
る
16
〜
18
歳
の
割
合
は
、

約
11
％
・
７
７
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

県
内
に
お
い
て
、
現
物
給
付
も
拡
大
・

浸
透
し
た
こ
と
に
よ
り
、
町
の
子
育
て

世
代
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
と
、
児
童

の
福
祉
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い
る
と
捉

え
て
い
ま
す
。

安
心
の
多
機
能
ト
イ
レ
に

Ｑ
改
修
工
事
の
内
容
は
。

Ａ
﹁
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
﹂
や
﹁
埼
玉

県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
﹂
に
準
拠

し
、
車
椅
子
対
応
の
大
便
器
や
オ
ス
ト

メ
イ
ト
・
自
動
開
閉
ド
ア
な
ど
を
設
置

し
ま
し
た
。
ま
た
、
壁
の
改
修
工
法
等

を
見
直
し
、
安
全
性
・
利
便
性
・
耐
久

性
の
向
上
を
図
る
中
で
、
全
て
の
利
用

者
が
安
心
し
て
使
用
で
き
る
改
修
が
済

ん
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。

電
気
料
４
割
超
の
縮
減
に

Ｑ
各
照
明
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ
る
電

気
料
金
の
縮
減
効
果
は
。

Ａ
電
気
料
金
は
、
燃
料
調
整
費
等
の

増
減
に
よ
る
変
動
が
あ
る
の
で
単
純
な

比
較
は
で
き
ま
せ
ん
。
参
考
と
し
て
、

令
和
５
年
度
の
月
平
均
で
あ
る
﹁
道
路

照
明
灯
１
６
１
万
１
０
０
０
円
・
園
内

灯
９
万
１
０
０
０
円
﹂
と
比
べ
、
令
和

６
年
８
月
は
﹁
道
路
照
明
灯
95
万
円
・

園
内
灯
４
万
７
０
０
０
円
﹂
と
な
り
、

い
ず
れ
も
４
割
超
の
縮
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
歳
入
は
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
な

ど
を
背
景
に
、
依
然
と
し
て
税
収
の
先

行
き
が
見
通
せ
な
い
厳
し
い
状
況
に
あ

り
、
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し
て
の

財
政
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

引
き
続
き
、
交
付
税
措
置
率
の
高
い
有

利
な
地
方
債
や
国
・
県
等
の
補
助
金
の
活

用
を
図
り
、
財
源
の
確
保
に
努
め
る
べ

き
で
あ
る
。

　
歳
出
に
お
い
て
は
、
各
施
設
や
設
備

の
老
朽
化
対
策
が
急
務
と
な
る
こ
と
か

ら
、
個
別
修
繕
計
画
の
策
定
や
推
進
体
制

の
整
備
が
必
要
と
考
え
る
。
ま
た
、
医

療
・
介
護
の
需
要
増
な
ど
で
、
社
会
保

障
関
連
経
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
そ
の
抑
制
に
向
け
た
取
組
を
望
む
。

　﹁
人
生
１
０
０
年
時
代
﹂
を
見
据
え
た

﹁
健
康
寿
命
の
延
伸
﹂
に
つ
な
げ
る
予
防

医
療
や
介
護
予
防
の
取
組
に
期
待
す
る
。

　

代表監査委員 福
ふ く し ま た か あ き

島崇晃議会選出議会選出監査委員監査委員  山山
や ま ぐ ちや ま ぐ ち

口口勝勝
か つ しか つ し

士士

PICK UP PICK UPPICK UP PICK UPPICK UP PICK UPPICK UP PICK UP

PICK UP PICK UPPICK UP PICK UP

バリアフリー化で使いやすくなった庁舎トイレ

医療費無償化は
子育て家庭の強い味方 LED灯の明るさは「防犯」への効果も

監査委員の意見（抜粋） 《人生100年時代を見据えた健康寿命の延伸を》
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知
っ
て
お
き
た
い
！ 

こ
の
数
字

Pick up!
タブレット
利用授業

5〜6時間

下水道整備 済

97%

私たちの町、
どうなってる？ 

275
　令和5年度の各会計決算を
はじめ「手話言語条例」の制
定「学童クラブ条例」の一部
改正など、全20議案を審議
しました。
　連日、執行部と真剣な議論
を展開し、16議員で質した疑
義は275項目。
　町民生活に身近な質疑を
ピックアップします。

議員が質
た だ

した

のこと

9月定例会の会議
録は令和６年12月
上旬から見られます。
二次元バーコードか
らインターネットで

[小川町議会　会議録]
と検索

6
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つづく！

小
川
町
議
会
だ
よ
り
は  

写
真
に
コ
ダ
ワ
ル
！ 

　
写
真
は
編
集
委
員
が
﹁
撮
る
﹂﹁
選
ぶ
﹂。
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
︵
写
真
説
明
︶
も
工
夫
し
ま
す
。

Ｑ
資
機
材
へ
の
補
助
及
び
組
織
強
化

の
た
め
の
取
組
は
。

Ａ
令
和
５
年
度
は
７
団
体
︵
行
政
区
︶

に
対
し
て
、
発
電
機
・
ホ
ー
ス
・
消
火
器
・

ク
イ
ッ
ク
テ
ン
ト
・
救
助
活
動
用
具
の

購
入
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
し
た
。
今

後
も
区
長
会
や
地
域
の
防
災
訓
練
等
を

通
じ
、
情
報
の
共
有
を
図
り
、
自
主
防

災
組
織
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

不
納
欠
損

の
処
理

Ｑ
適
正
、
適
法
に
基
づ
く
手
続
は
。

Ａ
不
納
欠
損
に
至
る
ま
で
、
滞
納
者

に
対
し
、
督
促
状
・
催
告
書
の
発
送
や
、

夜
間
休
日
の
納
税
相
談
等
で
納
税
を
促

し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、預
貯
金
や
動
産
、

不
動
産
等
の
財
産
調
査
を
実
施
し
、
結

果
に
基
づ
き
処
理
を
進
め
て
い
ま
す
。

　﹁
ネ
ス
ト
﹂
地
方
創
生
の
推
進

Ｑ
石
蔵
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ロ
ビ
ー

﹁
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
ｏ
﹂
の
改
修
内
容
は
。

Ａ
屋
根
西
側
面
の
一
部
葺
き
土
撤
去

及
び
杉
皮
剥
が
し
、
防
水
シ
ー
ト
と
瓦

の
葺
き
直
し
等
を
行
い
、
雨
漏
り
に
対

す
る
修
繕
を
行
い
ま
し
た
。
建
築
後
１

０
０
年
に
な
る
古
い
建
物
で
屋
根
自
体

は
従
来
の
ま
ま
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

酒
蔵
め
ぐ
り

Ｑ
実
績
と
今
後
の
展
開
は
。

Ａ
平
成
26
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
、
コ

ロ
ナ
禍
の
令
和
２
・
３
年
は
中
止
と
な

り
ま
し
た
が
、
令
和
５
年
度
で
９
回
目

を
数
え
ま
し
た
。
近
年
で
は
日
本
酒
に

限
ら
ず
、ワ
イ
ナ
リ
ー
や
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー

ル
が
加
わ
り
、
事
業
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
来
場
者
か
ら
は
、
好
評
を
得
て
い

ま
す
の
で
、
町
と
し
て
も
協
力
し
続
け

て
い
き
ま
す
。

他
の
箇
所
か
ら
雨
漏
り
が
生
じ
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
今
後
も
適
切

な
管
理
に
努
め
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置

Ｑ
公
共
施
設
の
屋
内
に
あ
る
の
で
、

時
間
外
に
は
施
錠
さ
れ
て
い
て
使
う
こ

と
が
で
き
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
る
。

ま
た
、
女
性
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮

し
た
三
角
巾
の
必
要
性
は
。

Ａ
今
後
、
24
時
間
営
業
の
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
深
夜
ま
で
営
業
し
て

い
る
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
等
に
協
力
し
て

も
ら
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
三
角
巾
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保

護
の
ほ
か
、
止
血
や
負
傷
箇
所
の
固
定

等
、
応
急
処
置
に
も
使
用
で
き
ま
す
の

で
、
順
次
設
置
し
て
い
く
方
向
で
検
討

し
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
の
強
化

必
要
な
資
機
材
へ
の
補
助
と
情
報
共
有
を

町
指
定
文
化
財
に

Ｑ
埋
蔵
文
化
財
調
査
の
成
果
等
は
。

Ａ
発
掘
調
査
の
成
果
は
、
八
幡
台

遺
跡
︵
大
塚
︶
で
﹁
住
居
を
伴
わ
な
い

縄
文
時
代
中
期
の
単
独
埋う

め
が
め甕

﹂
や
、

中
井
遺
跡
︵
上
横
田
︶
で
﹁
古
代
の
住

居
跡
４
件
﹂
等
を
検
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
５
年
度
に
お
い
て
、
平

成
29
年
度
に
峯
原
遺
跡
︵
上
横
田
︶

で
出
土
し
た
﹁
螺

ら
せ
ん
じ
ょ
う
て
つ
く
し
ろ

旋
状
鉄
釧
﹂
な
ど

を
町
指
定
文
化
財
と
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
弥
生
時
代
の
腕
輪
で
、
長
野

県
で
多
く
出
土
さ
れ
る
遺
物
で
し
た

が
、
当
町
ま
で
分
布
が
至
る
こ
と
を

証
明
す
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

子
育
て
家
庭
の
居
場
所
づ
く
り

Ｑ
地
域
子
育
て
支
援
事
業
の
振
り

返
り
を
。

Ａ
町
内
２
か
所
︵
コ
コ
ッ
ト
・
パ
ト

リ
ア
︶
で
、
子
育
て
家
庭
に
対
す
る

交
流
の
場
の
提
供
や
、
発
育
発
達
相

談
・
手
遊
び
等
の
講
座
・
保
育
園
に

係
る
情
報
提
供
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
父
親
の
育
児
参
加
を
促
進
す

る
取
組
も
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

委
託
事
業
者
と
情
報
共
有
や
意
見
交

換
を
図
り
、
子
育
て
に
奮
闘
す
る
保

護
者
や
家
庭
の
拠
り
所
と
な
る
よ
う

に
利
用
の
周
知
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

町
立
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員

Ｑ
令
和
４
年
度
の
決
算
と
比
べ
て

増
額
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
績
等
は
。

Ａ
支
援
員
１
人
を
配
置
す
る
中
で
、

全
て
の
小
中
学
校
に
対
応
し
、
児
童

生
徒
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
の
ト

ラ
ブ
ル
対
応
や
、
授
業
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
使
用
の
補
助
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。
増
額
は
勤
務
日
数
に
よ
る
賃
金

の
増
加
分
︵
１
５
５
日
→
２
０
０
日
︶

で
す
。
各
学
校
に
お
い
て
、
１
週
間

の
内
に
５
〜
６
時
間
程
度
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
利
用
し
た
授
業
が
あ
る
中

で
、
支
援
員
は
必
要
と
捉
え
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

貴重な発見となった「螺
らせんじょうてつくしろ

旋状鉄釧」に弥生時代の「小川町」を想う。

古
いにしえ

から脈々と続く人々の営みを明らかにしてくれる発掘調査。

関係者の尽力に感謝します！ 

﹁
マ
イ
ナ
保
険
証
﹂の
本
格
運
用
へ

誰
１
人
取
り
残
さ
な
い
デ
ジ
タ
ル
化
は

Ｑ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
保
険
証

が
ひ
も
づ
け
ら
れ
て
い
な
く
て
も
、
同

様
に
受
診
で
き
る
の
か
。

Ａ
ひ
も
づ
け
さ
れ
て
い
な
い
人
に
は

﹁
資
格
確
認
書
﹂
が
発
行
さ
れ
、
こ
れ
ま

で
と
同
様
に
受
診
で
き
ま
す
が
、
配
布

時
期
等
の
詳
細
は
、
ま
だ
国
か
ら
示
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
一
方
で
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
安
心
し

て
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
国
保
加

入
者
の
全
世
帯
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
下
４

桁
の
情
報
を
送
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と

正
確
に
ひ
も
づ
い
て
い
る
か
を
確
認
し

て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度 

そ
の
他
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算

国
保

頑張ります頑張ります

これからも商工会とこれからも商工会と
して、酒蔵めぐり等、して、酒蔵めぐり等、
地域の商工業発展の地域の商工業発展の
支援をしていきます。支援をしていきます。
小川町商工会小川町商工会
経営支援員経営支援員
前川翔太さん前川翔太さん

不納欠損とは、地方税法の規定に基づき税金の徴収権の消滅や
滞納義務を消滅させることです。
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次ページから一般質問

小
川
町
議
会
だ
よ
り
は  

町
民
登
場
に
コ
ダ
ワ
ル
！ 

　
広
い
年
代
の
皆
さ
ん
に
、
た
く
さ
ん
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
す
︵
裏
表
紙
も
ご
覧
く
だ
さ
い
︶。

手話言語条例

　学
童
の
運
営
を
指
定
管
理
に

Ｑ
令
和
7
年
度
か
ら
小
川
小
校
区

の
学
童
が
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
運

営
と
な
る
が
、
背
景
等
は
。

Ａ
こ
れ
ま
で
運
営
を
担
っ
て
い
た
保

護
者
会
等
と
の
丁
寧
な
話
し
合
い
か
ら
、

風
の
子
及
び
第
２
風
の
子
学
童
ク
ラ
ブ

を
﹁
小
川
学
童
ク
ラ
ブ
﹂
と
し
、
指
定

管
理
事
業
者
に
よ
る
運
営
に
変
更
し
ま

す
。
ま
た
、
午
後
７
時
ま
で
だ
っ
た
利

用
時
間
を
午
後
７
時
30
分
ま
で
延
長
し
、

サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
図
る
も
の
で
す
。

手
話
は
言
語
！ 

意
見
書
の
提
出
か
ら
10
年

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
念
願
の
条
例
制
定
へ

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

Ｑ
町
社
協
に
業
務
を
委
託
し
て
い

る
当
該
事
業
の
実
績
等
は
。

Ａ
高
齢
者
の
生
活
支
援
及
び
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
提
供
体
制
の

構
築
に
向
け
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機

能
を
果
た
す
こ
と
を
目
的
と
し
、
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
令
和
５
年
度
の

具
体
の
取
組
と
し
て
は
、
は
つ
ら
つ

ク
ラ
ブ
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
講
座

準
備
な
ど
、
地
域
で
の
活
動
支
援
や

地
域
ケ
ア
会
議
へ
の
参
加
と
、
高
齢

者
向
け
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
ま
と
め
た

冊
子
﹁
い
き
い
き
ス
マ
イ
ル
ら
い
ふ
﹂

の
企
画
・
作
成
を
行
い
ま
し
た
。

水
需
要
は
減
少
傾
向 

Ｑ
水
道
事
業
に
お
け
る
純
利
益
は
、

前
年
に
比
べ
て
、
増
益
に
な
っ
て
い
る
が
。

Ａ
予
算
の
段
階
で
は
２
８
０
０
万
円

程
度
の
赤
字
を
見
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、

主
に
動
力
費
︵
電
気
代
︶
が
想
定
を
下

回
っ
た
こ
と
で
、
約
３
２
７
万
円
の
黒

字
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
一
過
性
の

こ
と
で
抜
本
的
な
経
営
改
善
が
図
れ
て

増
益
に
な
っ
た
も
の
で
は
な
い
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

Ｑ
水
需
要
の
減
少
傾
向
は
、
確
認
で

き
る
か
。

Ａ
５
年
前
に
比
べ
約
９
％
減
少
し
ま

し
た
。
今
後
も
給
水
人
口
の
減
少
、
節

水
型
機
器
の
普
及
、
節
水
意
識
の
向
上

等
に
よ
り
水
需
要
は
減
少
し
、
そ
れ
に

伴
い
給
水
収
益
は
減
少
す
る
と
見
込
ん

で
い
ま
す
。

27
・
７
％
の
減
益

Ｑ
令
和
５
年
度
決
算
の
公
共
下
水
道

事
業
に
つ
い
て
説
明
を
。

Ａ
腰
越
・
増
尾
、
靱
負
・
木
部
、
角

山
地
内
に
お
い
て
、
３
件
の
管
渠
築
造

工
事
を
実
施
し
、
こ
れ
に
よ
り
整
備
済

面
積
は
、
計
画
の
約
97
％
が
完
了
し
ま

し
た
。

　
公
共
下
水
区
域
が
広
が
る
こ
と
に
よ

り
、
収
益
は
微
増
し
て
い
ま
す
が
、
営

業
外
収
益
は
減
少
し
、
純
利
益
は
前
年

度
比
27
・
７
％
減
少
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
区
域
拡
張
に
よ
る
収
益
は

見
込
め
ず
、
人
口
減
少
に
伴
う
収
入
減

を
予
想
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
が
県

に
支
払
う
汚
水
処
理
費
の
単
価
が
、
令

和
８
年
度
か
ら
大
幅
な
値
上
げ
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
厳
し
い
経
営
環
境
の
中
、
今
後
の

下
水
道
使
用
料
の
改
定
は
あ
る
か
。

Ａ
公
共
下
水
道
区
域
の
見
直
し
や
経

費
削
減
等
の
経
営
努
力
を
続
け
る
一
方
、

令
和
５
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
に
か
け

て
経
営
戦
略
の
改
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
年
内
に
下
水
道
事
業
審
議

会
に
使
用
料
改
定
に
つ
い
て
諮
問
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
住
民
に
対
し
て
は
分

か
り
や
す
く
丁
寧
な
説
明
を
心
が
け
て

い
き
ま
す
。

審議した主な議案

公開します 議員の賛否内訳と審議結果
○…賛成 ×…反対　

ー印…議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します

議決結果はＨＰでも

見られます→

他15議案は
全員賛成で原案どおり「可決・認定」しました

議　員　名

  議　案　名

田
中 

立
男

関
根 

慶
則

岡
部 

久
志

田
端 

良
成

稲
村 

壌
治

鈴
木 

秀
尚

五
十
嵐
康
博

笠
原 

規
弘

大
戸 

久
一

田
中 

照
子

笠
原 

英
彦

髙
瀬      

勉

髙
橋
さ
ゆ
り

山
口 

勝
士

島
﨑 

隆
夫

髙
橋 

功
人

　
　

 

審

議

結

果

令
和
５
年
度

決
算
の
認
定

一般会計　　　　　　　　　　　101億8450万円 ×
討
論〇〇

討
論〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 認定

国民健康保険特別会計（事業勘定）　36億  360万円 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 認定

後期高齢者医療特別会計　　　　　　4億7220万円 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 認定

介護保険特別会計（保険事業勘定）30億7440万円 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 認定

小川町地域活性化交流拠点整備工事請負変更契約の締結 〇 〇 〇 〇 〇〇
討
論〇 ××

討
論〇 〇〇

討
論〇 〇 〇 − 可決

●消防署の熱中症の搬送　6月：20件、7月：75件、8月：46件、９月：22件

●消防本部の人事異動　消防長：服部 明氏　　次長：原 芳和氏　

●議案 令和6年度 消防特別会計負担金の変更…全市町村で減額。

　      令和5年度 歳入歳出決算…原案どおり認定。

猛暑の夏「熱中症の救急搬送」が多発

可燃ごみは「減少」し尿処理費が「増加」

比企広域
市町村圏
組合

小川地区
衛生組合

一部の行政サービスを複数の市町村が共同で行うための団体が一部事務組合です。
構成市町村の議会から議員を選出しています。

一部事務組合議会から報告

・令和6年度 一般会計補正予算…旧焼却場（中爪）解体工事の基本計画を作成。

・令和5年度 歳入歳出決算…原案どおり認定。

歳入 事業系一般廃棄物の処理手数料の増加。

歳出　し尿処理費は施設修繕料の増加。

　　　可燃ごみ処理量は人口減により減少。
小川町聴覚障害者協会小川町聴覚障害者協会
会長 長島義一会長 長島義一さんさん

（大塚一）（大塚一）

手話言語条例の制定により、より一層の
バリアフリーが進むことを願っています。

「手話は言語である」と初めて国連で定
義されてから16年。
今や手話は世界中に認識され広がって
います。
皆さんもやってみませんか？

Ｑ
平
成
26
年
９
月
に
当
町
議
会
は

国
に
対
し
て
﹁
手
話
言
語
法
︵
仮
称
︶

の
制
定
を
求
め
る
意
見
書
﹂
を
提
出

し
た
。
以
降
、
全
国
各
地
の
自
治
体

で
関
係
条
例
が
制
定
さ
れ
て
き
た
が
、

今
日
に
至
る
経
過
等
は
。

Ａ
平
成
31
年
３
月
に
関
係
団
体
等

と
条
例
制
定
へ
向
け
た
懇
話
会
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で

議
論
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
後
、
令
和
５
年
度
か

ら
意
見
交
換
等
を
再
開
し
、
検
討
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
互
い
を
理
解
・

尊
重
し
合
う
﹁
地
域
共
生
社
会
の
実

現
﹂
を
目
指
し
、
ろ
う
者
等
の
皆
さ

ん
と
共
に
考
え
、
意
見
交
換
を
す
る

プ
ロ
セ
ス
が
何
よ
り
も
大
切
で
あ
っ

た
と
捉
え
て
い
ま
す
。

皆さんも皆さんも

介
護
保
険

下
水
道

水
道

保護者の負担軽減が形に
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小
川
町
議
会
だ
よ
り
は  

情
報
に
コ
ダ
ワ
ル
！ 

　
用
語
解
説
は
じ
め
関
連
情
報
へ
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
な
ど
﹁
読
者
目
線
﹂
の
編
集
を
心
が
け
ま
す
。

笠
かさはら

原規
のりひろ

弘議員
が町に問う！

答 

弁
対
応
の
一
つ
と
捉
え

研
究
し
ま
す

自
治
体
を
超
え

自
治
体
を
超
え

た
学
校
再
編
は

た
学
校
再
編
は

広
域
連
携

広
域
連
携

清潔な学び舎であってほしいですね

Ｑ
児
童
生
徒
数
の
適
正
規
模
の
観
点

か
ら
、
自
治
体
を
越
え
た
小
・
中
学
校

再
編
は
。

Ａ
学
校
教
育
課
長
　
近
隣
自
治
体
で

1
つ
の
学
校
を
設
置
す
る
﹁
組
合
立
学

校
﹂
の
事
例
が
あ
り
ま
す
。
町
内
ま
た

は
近
隣
町
村
で
児
童
生
徒
の
適
正
規
模

が
確
保
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
の
対
応

の
一
つ
と
捉
え
、
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
複
数
の
自
治
体
で
、
大
型
イ
ベ
ン

ト
施
設
の
共
同
運
営
は
。

Ａ
生
涯
学
習
課
長
　
施
設
の
所
在
地

に
よ
る
住
民
の
利
便
性
等
、
課
題
も
少

な
く
な
い
と
考
え
ま
す
。
先
行
事
例
の

調
査
を
行
う
な
ど
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

新
校
に
ふ
さ
わ
し
い
整
備
を

Ｑ
﹁
公
共
施
設
個
別
施
設
計
画
﹂
で

は
﹁
劣
化
が
見
ら
れ
、
安
全
上
、
機
能

上
低
下
の
兆
し
が
見
ら
れ
る
﹂
と
あ
る
。

新
校
に
ふ
さ
わ
し
い
整
備
を
願
う
が
。

Ａ
学
校
教
育
課
長
　
現
欅
台
中
学
校

で
は
校
舎
及
び
体
育
館
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
・

体
育
館
床
面
の
改
修
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

整
備
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
小
川
小

学
校
で
は
屋
上
防
水
・
内
装
の
改
修
・

照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど
、
劣
化
対
策
や

機
能
改
善
の
工
事
を
計
画
的
に
実
施
で

き
る
よ
う
事
前
調
査
を
始
め
て
い
ま
す
。

Ｑ
当
町
で
は
、
令
和
７
年
度
に
高
齢

化
率
が
43
・
５
％
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

高
齢
化
が
進
む
中
で
、
窓
口
に
﹁
軟
骨

伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
﹂
を
導
入
す
る
自
治
体

が
増
え
て
い
る
が
。

Ａ
長
生
き
支
援
課
長
　
加
齢
等
に
よ

り
耳
が
聞
こ
え
に
く
い
方
が
、
安
心
し

て
窓
口
で
相
談
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

に
寄
与
で
き
る
も
の
と
捉
え
て
い
ま
す
。

今
後
、
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
の
導
入
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
令
和
６
年
１
月
に
認
知
症
基
本
法

が
施
行
さ
れ
た
。
認
知
症
へ
の
理
解
が

不
可
欠
だ
。﹁
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
﹂
に
次
ぐ
展
開
等
は
。

Ａ
長
生
き
支
援
課
長
　
現
在
進
め
て

い
る
養
成
講
座
に
加
え﹁
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
講
座
﹂
を
受
講
し
た
サ
ポ
ー
タ
ー
等

で
構
成
す
る
﹁
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
﹂

の
設
置
を
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
以
前
に
も
質
問
し
た
が
、
帯
状
疱

疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助
成
は
。

Ａ
健
康
福
祉
課
長
　
今
後
、
国
に
お

け
る
審
議
を
踏
ま
え
、
国
・
県
の
動
向

も
注
視
し
な
が
ら
、
方
向
性
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

●
そ
の
他
の
質
問

　
小
中
学
校
統
廃
合

　
防
災
意
識
の
向
上

髙
たかはし

橋さゆり議員
が町に問う！

答 

弁
導
入
を
検
討
し
て
い

き
ま
す

窓
口
に
軟
骨
伝

窓
口
に
軟
骨
伝

導
イ
ヤ
ホ
ン
を

導
イ
ヤ
ホ
ン
を

高
齢
者
支
援

高
齢
者
支
援

ときがわ町で導入されている軟骨伝導イヤホン

広
域
連
携

P.10

高
齢
者
支
援

P.11

パ
ト
リ
ア

P.12

農
業
政
策

P.13

太
陽
光
発
電

P.12

交
通
安
全

P.13

介
護
予
防

P.11

Ｑ
百
歳
体
操
の
実
績
は
。

Ａ
長
生
き
支
援
課
長
　
平
成
28
年
度

に
﹁
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
健

康
で
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
地
域
づ

く
り
﹂
を
目
的
に
、
介
護
予
防
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
開
始
し
ま
し
た
。
講

習
者
を
中
心
に
５
会
場
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
令
和
５
年
度
で
35
会
場
、
サ
ポ
ー

タ
ー
は
２
９
４
人
ま
で
拡
大
し
ま
し
た
。

Ｑ
現
場
か
ら
の
声
や
要
望
は
。

Ａ
長
生
き
支
援
課
長
　
サ
ポ
ー
タ
ー

支
援
の
た
め
﹁
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座
﹂
を
実
施
し
た

こ
と
で
﹁
情
報
交
換
で
今
後
の
活
動
の

参
考
に
な
っ
た
﹂
と
の
声
を
受
け
ま
し

た
。
一
方
﹁
参
加
者
の
減
少
﹂﹁
サ
ポ
ー

タ
ー
の
不
足
﹂﹁
中
心
者
や
リ
ー
ダ
ー

の
高
齢
化
﹂
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。

Ｑ
課
題
解
決
に
向
け
た
対
策
は
。

Ａ
長
生
き
支
援
課
長
　
い
き
い
き
百

歳
体
操
の
﹁
の
ぼ
り
旗
配
布
﹂﹁
冊
子
・

い
き
い
き
ス
マ
イ
ル
ラ
イ
フ
の
作
成
﹂

等
も
実
施
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
百
歳

体
操
の
魅
力
や
活
動
を
広
報
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
、
ポ
ス
タ
ー
を
公
共

施
設
に
掲
示
す
る
な
ど
、
地
域
を
支
え

る
サ
ポ
ー
タ
ー
や
興
味
の
あ
る
方
に
、

積
極
的
な
啓
発
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

●
そ
の
他
の
質
問

　
空
き
家
対
策

百歳体操を支えるサポーターの交流

山
やまぐち

口勝
かつ

士
し

議員
が町に問う！

答 

弁
35
会
場
・
サ
ポ
ー
タ
ー

２
９
４
人
ま
で
拡
大
し
ま
し
た

い
き
い
き
百
歳

い
き
い
き
百
歳

体
操
の
実
績
は

体
操
の
実
績
は

介
護
予
防

介
護
予
防

オガワマチのこと・ギカイのこと

「一緒に見よう、考えよう」

P13までつづきます！Mini Interview思い出の
秋イベント

Vol.27

つづく！

地域の認知症サポーターなどがチームを組み、認知症の人やその家族の困りごとや
支援ニーズに合った具体的な支援につなげる仕組み

地元神社の秋の祭典。おかしをいっ

ぱいもらった記憶があります。
（Ｙ・Ｔさん　40歳）

七五三ではちとせ飴が楽しみ、初め

ての口紅を塗ってもらい喜んだこと

を覚えています。
（Ｋ・Ｋさん　60代）

小学生の頃、落ち葉が膝まで溜まっ

た山道をかき分けて歩くのが

楽しかったです。（K・Tさん　55歳）

一般質問

全質問項目は小川町ホームページから見られます。議会だよりでは議員ごとに

要約版で掲載。全文（会議録）は令和6年12月上旬に公開予定です。77のの視点視点
皆さんはどのテーマに関心がありますか？

「歩いて・見て・聴いた」ことを踏まえ、議員が自身の提言を交えて町に考えを質す。
最長75分に及ぶ論戦。前向きな答弁を引き出せるか否か腕の見せどころ。
いざ出陣！「７人のサムライ」が町の課題に物申す。
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小
川
町
議
会
だ
よ
り
は  

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
︵
写
真
説
明
︶
に
コ
ダ
ワ
ル
！ 

　
単
な
る
説
明
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
応
援
や
問
題
提
起
な
ど
﹁
魂
﹂
を
込
め
て
お
伝
え
し
ま
す
。

次ページは「16人の一歩」

「猛暑の夏」刈り取り間近の稲穂

Ｑ
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
が
課
題
と

な
る
中
で
、
当
町
の
農
家
数
の
推
移
は
。

Ａ
環
境
農
林
課
長
　
農
林
業
セ
ン
サ

ス
に
お
け
る
主
副
業
別
農
家
数
は
、
令

和
２
年
の
調
査
に
お
い
て
主
業
26
戸
・

準
主
業
21
戸
・
副
業
的
２
１
３
戸
で
計

２
６
０
戸
と
な
っ
て
い
ま
す
。
20
年
前

︵
平
成
12
年
︶
の
農
家
数
５
４
３
と
比

べ
52
・
１
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
町
と
し
て
農
業
従
事
者
へ
の
取
組

等
は
。

Ａ
環
境
農
林
課
長
　﹁
お
が
わ
型
農

業
﹂
に
取
り
組
む
生
産
者
等
へ
の
支
援

と
し
て
、
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
農
耕
機

械
や
生
産
施
設
の
整
備
に
係
る
経
費
に

補
助
を
し
て
い
ま
す
。

消
滅
可
能
性
自
治
体

Ｑ
﹁
人
口
減
少
﹂
に
対
す
る
取
組
等

は
。
ま
た
﹁
人
口
戦
略
会
議
﹂
か
ら
示

さ
れ
た
﹁
消
滅
可
能
性
自
治
体
﹂
へ
の

見
解
は
。

Ａ
政
策
推
進
課
長
　
令
和
２
年
に
第

２
期
総
合
戦
略
を
策
定
し
、
様
々
な
施

策
を
展
開
し
て
き
た
結
果
、
令
和
５
年

は
﹁
社
会
増
﹂
の
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

消
滅
可
能
性
自
治
体
は
、
将
来
推
計
人

口
等
の
結
果
と
し
て
受
け
止
め
、
今
後

も
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
有
効
な

施
策
を
確
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

田
た

中
なか

立
たつ

男
お

議員
が町に問う！

答 

弁
令
和
２
年
時
点
で

52
・
１
％
減
少
し
て
い
ま
す

農
業
従
事
者
等

農
業
従
事
者
等

の
推
移
は

の
推
移
は

農
業
政
策

農
業
政
策

ロケーション抜群のパトリア

鈴
す ず き

木秀
ひでなお

尚議員
が町に問う！

答 

弁
条
例
に
基
づ
き
　
　

協
議
・
指
導
し
ま
す

管
理
に
係
る
条

管
理
に
係
る
条

例
の
有
用
性
は

例
の
有
用
性
は

太
陽
光
発
電

太
陽
光
発
電

Ｑ
適
正
な
設
置
及
び
管
理
等
に
関
す

る
条
例
施
行
か
ら
２
年
半
、
有
用
性
は
。

Ａ
環
境
農
林
課
長
　
災
害
時
に
近
隣

の
屋
根
等
が
壊
れ
て
も
直
せ
る
資
金
力

が
あ
る
か
・
事
業
終
了
後
の
パ
ネ
ル
の

処
分
や
土
地
の
原
状
回
復
に
つ
い
て
等
、

条
例
に
基
づ
き
事
業
者
と
協
議
・
指
導

し
ま
す
。
ま
た
、
事
業
者
が
変
わ
る
際

に
は
、
町
も
周
知
し
た
り
、
説
明
会
に

出
た
り
し
て
関
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

上
水
道
の
安
全
性

Ｑ
当
町
の
水
道
水
の
有
機
フ
ッ
素
化

合
物
の
含
有
は
。

Ａ
上
下
水
道
課
長
　
令
和
６
年
度
は
、

５
水
源
全
て
と
浄
水
場
か
ら
送
水
す
る

浄
水
等
の
検
査
を
し
ま
し
た
。有
機
フ
ッ

素
化
合
物
は
検
出
下
限
値
を
下
回
っ
て

い
ま
し
た
の
で
、
安
全
・
安
心
で
す
。

パ
ト
リ
ア
の
空
調

Ｑ
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
や
快
適

な
避
難
所
、
町
民
の
ホ
ー
ル
な
ど
に
活

用
す
る
た
め
、
空
調
の
修
理
を
。

Ａ
長
生
き
支
援
課
長
　
施
設
の
目
的

や
機
能
を
考
え
る
と
と
も
に
、
町
全
体

の
施
設
の
在
り
方
・
状
況
等
を
含
め
て

検
討
し
ま
す
。

町内の横断歩道の一つ。細心の注意を！

Ｑ
町
・
警
察
署
の
役
割
と
し
て
、
啓

発
や
教
育
に
係
る
連
携
な
ど
現
状
は
。

Ａ
防
災
地
域
支
援
課
長
　
交
通
安
全

啓
発
グ
ッ
ズ
の
街
頭
配
布
・
交
差
点
で

の
立
哨
指
導
・
青
色
回
転
パ
ト
ロ
ー
ル

車
で
の
広
報
・
小
学
校
で
の
交
通
安
全

教
室
な
ど
、
各
交
通
安
全
団
体
が
特
色

あ
る
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
幼
少
期
か
ら
の
学
び
が
重
要
と
考

え
る
が
現
状
は
。

Ａ
学
校
教
育
課
長
　
新
入
学
児
へ
の

安
全
教
室
、
２
年
生
か
ら
６
年
生
の
登

下
校
時
の
自
転
車
指
導
・
中
学
校
で
の

自
転
車
点
検
と
安
全
な
乗
り
方
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。

小
川
和
紙
の
日
﹁
11
月
27
日
﹂

Ｑ
和
紙
に
つ
い
て
考
え
る
日
と
同
時

に
、
町
の
未
来
を
話
し
合
う
機
会
に
し

た
い
が
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長
　
和
紙
に
関

す
る
文
化
・
産
業
を
強
み
の
あ
る
地
域

資
源
と
し
て
生
か
し
、
人
口
減
少
に
負

け
な
い
未
来
に
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
和
紙
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
や
再
整
備
中
の
道
の
駅
な

ど
を
活
用
し
、
町
民
が
共
に
ま
ち
づ
く

り
を
考
え
る
機
会
に
し
て
い
き
た
い
と

捉
え
て
い
ま
す
。

島
しまざき

﨑隆
たか

夫
お

議員
が町に問う！

答 

弁
各
交
通
安
全
団
体
が

特
色
あ
る
活
動
を
し
て
い
ま
す

啓
発
と
学
び
の

啓
発
と
学
び
の

場
の
充
実
を

場
の
充
実
を

交
通
安
全

交
通
安
全

関
せ き ね

根慶
よしのり

則議員
が町に問う！

Ｑ
教
育
と
福
祉
の
両
面
で
生
か
す
観

点
か
ら
、
屋
内
プ
ー
ル
を
改
修
し
活
用

し
て
は
。

Ａ
長
生
き
支
援
課
長
　
プ
ー
ル
は
老

朽
化
に
伴
い
修
繕
費
が
増
大
し
、
安
全

か
つ
安
定
的
な
運
営
が
懸
念
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
改
修
す
る
こ
と
は
難
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
災
害
時
や
平
時
の
利
便
性
の
た
め

に
、
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
の
設
備
を
。

Ａ
長
生
き
支
援
課
長
　
今
後
の
方
向

性
の
中
で
併
せ
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
﹁
健
康
づ
く
り
と
介
護
予
防
に
取

り
組
め
る
施
設
﹂
と
決
め
て
は
や
６
年
。

福
祉
施
設
機
能
の
再
構
築
は
。

Ａ
長
生
き
支
援
課
長
ほ
か
　
他
の
公

共
施
設
と
併
せ
て
設
備
の
更
新
費
な
ど

も
考
慮
し
な
が
ら
、
令
和
６
年
中
に
今

後
の
方
向
性
を
示
し
ま
す
。

環
状
１
号
線
の
完
成
は

Ｑ
環
状
１
号
線
完
成
の
時
期
と
旧
根

古
屋
線
ま
で
延
伸
の
計
画
は
。

Ａ
都
市
政
策
課
長
　
腰
越
地
内
の
県

道
熊
谷
小
川
秩
父
線
と
の
交
差
点
部
分

ま
で
に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年
度
中
の

完
成
を
目
標
に
進
め
て
い
ま
す
。
延
伸

に
つ
い
て
は
、
現
在
東
松
山
県
土
整
備

事
務
所
に
て
検
討
中
で
す
。

答 

弁
令
和
６
年
中
に
方
向

性
を
示
し
ま
す

福
祉
施
設
機
能

福
祉
施
設
機
能

の
再
構
築
は

の
再
構
築
は

パ
ト
リ
ア

パ
ト
リ
ア

開通が待たれる環状１号線

幼稚園で行った栗拾い。家で作って

もらった栗ごはんはおいしかった。
（Ａ・Ｈさん　36歳）

♬秋が来れば思い出す…遠くに燧
ひうち

ケ
が

岳
たけ

、

池
ち

塘
とう

に写る鮮やかな青空と草紅葉。静か

な尾瀬ヶ原が大好きです。
（Ｆ・Ｍさん　74歳）

感動の一瞬　６年前の９月、カナダ

で誰かが演出しているような素晴ら

しいオーロラを見ました。
（Ｆ・Ｍさん　76歳）

タスキを渡す駅伝です。苦しくても

必ずゴールが来ると思いながら青空

の中を走りました。（Y・Tさん　20歳）
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。
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期
中
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結
論
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出
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よ
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に
話
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い
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て
い
ま
す
。
適
正
な
人
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か
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て
い
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合
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を
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め
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ま
す
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適
正
な
人
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を
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か
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え
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い
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ま
す
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そ
し
て
、
今
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、
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関
連
議
案
に
つ
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て
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そ
し
て
、
今
次
定
例
会
で
は
、
道
の
駅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
関
連
議
案
に
つ
い
て
様
々
議
論

を
行
い
ま
し
た
（

を
行
い
ま
し
た
（
P2P2
ーー
P3P3
特
集
）。

特
集
）。
1010
月
４
日
に
は
議
会
か
ら
町
執
行
部
に
対
し
て
「
要

月
４
日
に
は
議
会
か
ら
町
執
行
部
に
対
し
て
「
要

望
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
、

望
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
１６１６
人
の
大
き
な
一
歩
だ
と
考
え
ま
す
。

人
の
大
き
な
一
歩
だ
と
考
え
ま
す
。
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 シリーズ

救命講習の実施（７月18日）

救命率の向上へ

総務

　小川消防署において救命講習を受講し、AEDの取扱

いや心臓マッサージを実際に行いました。

　応急手当の重要性を再認識するとともに講習修了後に

は「AEDの取扱いは我々に任せろ」と言わんばかりの

自信にあふれる笑顔が見えました。 心臓マッサージの10分間は長く感じた

商工会との意見交換（10月8日）

中小企業の経営改善へ
　加入状況や様々な支援業務について映像を交え、説明を

受けました。

　町内の中小企業・小規模事業主の経営改善や、地域振興・

関連団体との連携など多岐にわたる役割・活動について学

ぶことができました。
町の中小企業を支える小高事務局長

町長に要望書を提出

要望1「道の駅リニューアル」

町民の期待と信頼に応えるよう、これ以上

の工期延長や予算の増加については一層

慎重に判断していただきたい。

要望2今後実施される建設工事等

規模の大きな建設工事等が計画通りに実

施できるよう、現場経験のある技術職員の

配置など職員体制を構築するとともに、精

通した職員の確保について一層努力をして

いただきたい。

P.2-3参照

さらに充実 !!さらに充実 !!
 常任委員会の活動レポート 常任委員会の活動レポート 令和７年１月２６日(日) 午後

「プレ懇談会」を
リリックで開催決定

　当日は、３グループに分かれてワークショップ

形式での開催を予定しています。

　参加者が能動的・対話的に臨めるように企画し

ていきます。聞くだけではなく全員が話し合い

「分かる」だけではなく「分かち合う」ことを重

視したいと考えています。

特別委員会の設置へ

「議員定数の見直し」
現状維持か削減か

　現行の16人でいくか、削減するか。

　将来人口や立候補のしやすさ・投票率等を考

慮し、町民の皆さんの考えも踏まえ、任期中に一

定の結論を見出せるように取り組みます。来たる

12月定例会で関連の特別委員会を設置する予定

です。

　「道の駅リニューアル」関連議案への対応を振り返ると、周辺整備に関する増

額予算で初めて「集中審議」を行いました。また、本体工事の工期延長等による

請負契約変更の追加議案では、複数の議員が真剣に討論を交わし採決に臨みま

した。さらに、閉会直後には、議会の総意として「要望書」（P.14参照）を執行

部に提出。一連の取組に、１６人の歩みが力強くなったことを実感できました。

議会の歩みは止まりません！

力強い一歩　　　　　　　　　　　　　　　　　　議長 髙橋 功人

髙橋議長 島田町長

要望書

経済建設

3常任委員会の調査研究
テーマ：「デジタルによる持続可能なまちづくり」

目　的：誰一人取り残さないＤＸによる住民サービスの向上に資するため

視察先：静岡県小山町・埼玉県庁ほか

（共通）テーマ：「若年女性が求める就業機会の創出と労働参加につながる環境整備」

目　的：若年女性の移住定住と「消滅可能性自治体」からの脱却に資するため

視察先：静岡県長泉町・山梨県忍野村ほか

経済建設

厚生文教

総    務
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き

く×つなぐ
議員の

708人

議員がインタビューした町民皆さんの数

（★印は今号取材）

※No.80以降の
　合計人数

〜９歳 10代 30代 60代20代 50代40代 70代 80歳〜

17人 81人 77人 110人 120人120人 90人73人 20人

編
集
・

発
行
：

埼
玉

県
小

川
町

議
会
　

〒
355-0392

 
埼

玉
県

比
企

郡
小

川
町

大
字

大
塚

5
5
番

地
N

o.ll3
9

T
E

L
  0493-72-1221   FA

X
  0493-74-6877

次の定例会は
午前10時 開会予定 ※日程は変更になる場合があります。

　詳しくは小川町ホームページへ月12 4
● 今号の表紙 ●
皆で力を合わせ
今年も家族総出で稲刈りを実施。

作業の合間にいただく、新米の塩むすび

が最高 !「いただきま〜す」。

録音
議会報が完成すると直ちに録音作業

３時間以上かけて少しずつ録音しています

録音した音源をパソコンで少しずつ編集作業

完成したＣＤを目の不自由な方たちへ送付

〈ご苦労や工夫〉

◎見開き特集は左ページからの録音で全体構

成を大切に

◎表紙などの写真は、雰囲気や表

情を言葉に

◎専門用語は間違えのないよう確

認し取りなおしも

編集

送付

〈ご苦労や工夫〉

◎聞きづらくならないよう「間」を考慮して編集

◎パソコン画面とにらめっこ　目が疲れます

大切な情報をみんなで共有していくことは、とても重要です。それを支えてくれている方々に心から
感謝します。そうした思いに応えるためにも、これからも真摯に編集に取り組んでいきたいと思います。

※「あじさい」は町広報・社協広報クローバーの録音もしてくれています。

録音機材

編集後記 議会広報委員となり、もう１年？　そこで思い出すのが、哲学者ポー
ル・ジャネの「主観的に記憶される年月の長さは、年少者にはより長く、年長者
にはより短く評価される」という言葉です。過ぎた１年はあっという間です。令和
７年は、新しい物事に取り組み、１日１日をより充実させ、さらに読んでいただけ
る議会報づくり「頑張ります」。（岡部）

高齢者や視覚の弱い方にも配慮したＵＤ（ユニバーサルデザイン）フォントを使用しています

発行責任者：小川町議会議長 髙橋功人
編　　　集：議会広報発行特別委員会
　　　　　　委員長　山口勝士　副委員長　鈴木秀尚
　　　　　　委　員　髙瀬　勉・関根慶則
  　　岡部久志・田端良成

日（水）〜

図書館の録音室で行われている
真剣な録音風景

目の不自由な皆さんに

音声ＣＤで
「議会報」を
お届けしています

小川町朗読ボランティア「あじさい」を取材しました

取材者
山口

議 ×員
の く つ な ぐ

き


